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講 師

※セミナー会場は記載の場所より変更となる場合がございます。あらかじめご了承ください。

獣医療の発展に伴い高齢の動物が増え、運動器疾患に罹患している犬と猫の割合も増加
傾向にある。日本においても、高齢の犬や猫の多くが変形性関節症に罹患していることが
明らかになっている。しかし、これらの犬と猫の多くが動物病院に来院しておらず、飼い主の
みならず、獣医師も運動器疾患に罹患していることに気づいていないことが多い。
そこで、本講演では、犬と猫における運動器検診の導入の意義と、バイオマーカーを用いた
新たな変形性関節症の検出法と活用法について概説する。

第22回 JCVIM ランチョンセミナー

犬猫の健康寿命を延ばすための
運動器検診の導入と新たなバイオマーカーの活用

物産アニマルヘルス株式会社

学会参加には登録（有料）が必要です。
学会詳細や参加登録はこちらから
→https://smartconf.jp/content/jcvim2026/


